
い

と
う

り

ち

こ

伊
藤

理
智
子（
共
産
党
）

さ
か坂

ひ
ろ
み（
市
民
ネ
ッ
ト
）

ム
」
の
よ
う
な
も
の
が
よ
い
の
で

は
な
い
か
と
思
う
。

公
共
施
設
へ
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

お
よ
び
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
推
進

の
た
め
の
体
系
的
取
り
組
み
と
は
、

ど
の
よ
う
な
も
の
を
考
え
て
い
る

の
か
、
公
共
施
設
へ
の
導
入
推
進

を
契
機
に
、
市
民
・
事
業
者
に
も

そ
の
動
き
を
広
げ
、
全
市
的
に
波

及
さ
せ
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
が
、

い
か
が
か
。

答
公
共
施
設
へ
の
省
・
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
二

酸
化
炭
素
の
削
減
に
大
き
な
効
果

が
期
待
さ
れ
る
半
面
、
設
備
の
設

置
費
が
高
い
と
い
う
問
題
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
を
総
合
的
に

判
断
し
て
導
入
方
針
の
決
定
を
行

う
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

こ
の
た
め
の
指
針
作
り
を
今
年
度

予
定
し
て
い
る
。

ま
た
、
本
市
に
お
け
る
検
討
状

況
や
、
導
入
後
の
効
果
な
ど
を
市

民
・
事
業
者
に
理
解
し
て
も
ら
え

る
よ
う
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
は
じ

め
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
て
、

分
か
り
や
す
く
情
報
提
供
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

区
民
セ
ン
タ
ー
な
ど
の

使
用
料
減
免
の
見
直
し
問
題

問
第
一
回
定
例
会
に
お
い
て
、町

内
会
や
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
の
区
民

セ
ン
タ
ー
や
地
区
セ
ン
タ
ー
な
ど

の
使
用
料
減
免
制
度
を
、
今
年
の

十
月
か
ら
は
減
免
率
を
二
分
の
一

に
し
て
、
来
年
四
月
に
は
完
全
に

廃
止
し
て
い
く
予
算
が
、
わ
が
党

以
外
の
賛
成
多
数
で
議
決
さ
れ
た
。

わ
が
党
議
員
は
、
地
域
の
ま
ち
づ

く
り
に
長
年
貢
献
し
て
き
て
い
る

団
体
の
支
援
策
と
し
て
続
け
ら
れ

て
き
た
減
免
制
度
を
、
関
係
団
体

に
何
の
説
明
も
な
く
機
械
的
に
廃

止
す
る
こ
と
は
問
題
で
あ
る
と
指

摘
し
、
中
止
を
求
め
た
。

一
方
的
な
減
免
制
度
見
直
し
は
、

団
体
の
活
動
の
制
約
に
な
る
ば
か

り
で
な
く
、
本
市
と
の
信
頼
関
係

を
阻
害
す
る
も
の
と
は
考
え
な
い

の
か
。
区
民
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
設

置
目
的
に
照
ら
し
て
も
、
各
団
体

が
果
た
し
て
き
た
役
割
か
ら
も
、

減
免
の
廃
止
を
撤
回
す
べ
き
と
考

え
る
が
、
い
か
が
か
。

答
制
度
の
見
直
し
に
当
た
り
、

利
用
団
体
へ
の
影
響
を
最
小
限
に

抑
え
る
よ
う
経
過
措
置
を
設
け
、

公
共
性
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
性
が
特

に
高
い
と
認
め
ら
れ
る
活
動
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
な
支
援
が
可
能

な
の
か
、
そ
の
方
策
を
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

教
育
問
題

問
六
月
一
日
か
ら
一
カ
月
間
、

市
内
三
カ
所
で
、
来
年
度
か
ら
使

用
す
る
市
立
中
学
校
の
教
科
書
の

展
示
会
が
開
催
さ
れ
た
が
、
実
際

に
教
科
書
を
使
う
教
職
員
な
ど
、

多
く
の
市
民
が
展
示
会
場
に
行
き

や
す
く
す
る
た
め
に
、
開
催
場
所

や
開
催
時
間
の
拡
大
を
検
討
す
べ

き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

教
科
用
図
書
選
定
審
議
会
の
調

査
研
究
報
告
書
の
公
開
お
よ
び
教

育
委
員
会
会
議
の
傍
聴
と
会
議
録

の
公
開
を
、
今
後
、
積
極
的
に
進

め
る
べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

答
展
示
会
の
開
催
場
所
と
開
催

時
間
の
拡
大
に
つ
い
て
は
、
今
回

の
実
施
状
況
を
踏
ま
え
、
引
き
続

き
検
討
し
て
い
き
た
い
。
教
科
書

採
択
に
関
す
る
報
告
書
お
よ
び
会

議
録
の
積
極
的
な
公
開
に
つ
い
て

も
方
法
な
ど
を
含
め
て
検
討
し
て

い
き
た
い
。
な
お
、
採
択
に
か
か

る
会
議
の
傍
聴
に
つ
い
て
は
、
慎

重
に
検
討
し
た
い
。

可決された議案

●一般会計補正予算
次の内容で総額４億９，２０２万９，０００円を補正するもので

す。
�ポイ捨てなどの防止のための周知・啓発、巡回指導な
どのための経費�地下鉄菊水駅におけるエレベーターお
よび身体障がい者用トイレの整備費の追加�清田区と西
区において「（仮称）地域職業相談室」を開設するための
経費�緊急貯水槽の建設にかかわる経費の追加�自閉症
者自立支援センターの開設準備費および運営管理費

●札幌市営住宅条例の一部を改正する条例案
新たに設置される菊水上町団地など４団地の名称およ

び位置を定めるものです。
このほか、札幌市火災予防条例の一部を改正する条例案
など合計２２件が可決、承認または同意され、人権擁護委員
候補者推薦に関する件については、適当と認めました。

可決された意見書案

●子ども一人ひとりを大切にするゆとりある教育環境の実
現を求める意見書

●２００６年医療制度改革に関する意見書
●ＢＳＥ対策の強化と米国産牛肉の輸入禁止の継続を求め
る意見書

●北海道における「市町村合併推進に関する構想」策定等
に関する意見書

●住民基本台帳の閲覧制度の早期見直しを求める意見書
●ＪＲの安全対策の根本的な見直しを求める意見書
●銀行のカード犯罪・被害に預金者保護のルール確立を求
める意見書

●住民本位の地方財政確立を求める意見書
●地方公務員給与見直しに関する意見書

その他会議に付した件

●札幌市農業委員会委員推薦の件

●�総務委員会
＜７月１日＞太平百合が原地区センター（北区
太平１２の２）を視察しました。

●�税財政制度調査特別委員会
＜６月２１日＞「三位一体の改革」について、平
成１８年度国家予算に関する要望について、財政
局から説明を聴取し、質疑を行いました。
＜６月３０日＞平成１８年度国家予算などに対する
本市重点要望事項について、市民まちづくり局
から説明を聴取し、質疑を行いました。

委
員
会
の
主
な
活
動
状
況

６
月
１１
日
〜
７
月
１０
日
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